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1. はじめに 

物理的に運動していないものが動いて見える現象を仮現

運動という．そのうち，適当な距離の空間を取りながら光

点などを順次点滅させていくと動いているように見える錯

覚をβ運動という．また，中心から半径 5 deg 以遠の視野

を周辺視野という．周辺視野は，明暗の変化や運動する物

体の知覚に優れており，微小運動に対しては中心視野，高

速運動に対しては周辺視野というように，機能を分担して

いる可能性が指摘されている[1]．著者らは，視機能の研究

を進める中で，β運動を周辺視付近で観視した場合にその

知覚速度が一時的に高速化し，しばらくすると元の速度に

戻る現象を新たに発見し，現在，その知覚特性の解明を進

めている[2]． 

本稿では，周辺視野におけるβ運動の色による見え方の

違いに着目し，色の変化がβ運動の高速化知覚に及ぼす影

響を評価した実験結果について報告する． 

2. 評価実験について 

実験で使用したβ運動の配色を図 1 に示す．(a)のような

白，赤，緑，青の単色パタンと(b)のような赤と青の点が交

互に表示される赤青，同様の赤緑，赤緑青の混色パタンの

β運動を使用した．実験で使用したβ運動の各色の実際の

輝度は白が 67.0 cd/m2，赤が 14.2 cd/m2，緑が 12.5 cd/m2，

青が 8.5 cd/m2 とした．被験者は，白と単色パタンや混色

パタンのβ運動を比較し，どちらが速いかを評価した． 

2.1 実験環境 

実験風景を図 2 に示す．本実験では，ノートパソコン

（Panasonic CF-SZ6）を用いた．ディスプレイの長辺は

0.27m，短辺は 0.15m である．被験者には，椅子に座って

もらい，観視位置を床から 1 m，視距離を 56 cm としてβ

運動の映像を観視してもらった． 

2.2 実験手順 

本実験には 14 名が参加した．被験者は，中心視野で点

滅運動を 5 秒程度見た後，視線を網膜偏心度 30deg の目安

となる印へ動かし，周辺視野で点滅運動を見た．このとき

の周辺視野におけるβ運動の速度に対して白と単色パタン

と混色パタンを比較してもらい，どちらが速く感じるのか

を評価してもらった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 色におけるβ運動の知覚速度の比較 

3.1 白と単色パタン 

白の点滅運動と赤，緑，青の単色パタンでの点滅運動の

速さを比較したとき，どちらが速く感じるかを評価した．

 
図 2 実験風景 
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(a) 単色パタン 

 

 
(b) 混色パタン 

 

図 1 β運動の配色 
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視角度はすべて 30 deg である．実験結果を図 3 に示す．

「白の方が速い」と評価したものは 2 点，「白の方がわず

かに速い」は 1 点，「変わらない」は 0 点，「赤，緑，青

の方がわずかに速い」は-1 点，「赤，緑，青の方が速い」

は-2 点とし，図中の縦軸は被験者全員による合計点である．

図 2 から，赤，緑，青の全ての色において白の方が速く感

じる傾向があることが分かる．また，青と比較したときは

その傾向が顕著にあらわれる．これは，赤，青，緑の三色

の中で，青色の輝度が 8.5 cd/m2 で最も低く，黒背景との

コントラストの差が小さくなることで速度知覚に影響を及

ぼしたと考える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 白と混色のパタン 

赤と青の点が交互に表示され点滅する混色パタンのβ運

動と，白色のみのβ運動を比較し，どちらが速く感じるの

かを評価した．赤と緑，赤と緑と青という混色パタンでの

組み合わせのβ運動を用意し，同様の手順で比較を行った．

実験結果を図 4 に示す．縦軸に関しては 3.1 と同様である．

図 4 から，混色パタンのβ運動は白色のみのβ運動よりも

速く感じられることが分かる．特に赤と青のパタンのβ運

動では，その傾向が強い．これは知覚しづらい青色を飛ば

し，赤色から次の赤色へと視線が移っているためであると

考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 白と灰色のパターン 

3.1と 3.2の結果から，輝度の影響が周辺視野におけるβ

運動の知覚に対して影響を与えている可能性が考えられる．

そのため，3.3 では色の影響を排除して輝度の影響を調べ

る実験を行った．実験環境や実験手順に関しては 2 章と同

じである．本実験には 10 名が参加した．実験で使用した

β運動を図 5 に示す．輝度は灰 (64 レベル /255)が 2.87 

cd/m2，灰(128レベル/255)は 12.0 cd/m2である． 

実験結果を図 6 に示す．縦軸に関しては 3.1，3.2 と同様

である．結果より輝度が低い灰(64)の場合の方が輝度の高

い灰(128)よりも白の方が速く感じる傾向にある．これは，

輝度が低いことで黒背景とのコントラスト差が小さくなる

ことで知覚速度に影響を及ぼしている 3.1 の結果と類似し

ている．これにより，周辺視野におけるβ運動の知覚に対

しては色の影響より輝度の影響の方が大きいと現状では考

えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ 

本研究では，β運動を周辺視野で観視したとき，その色

によって見え方に違いがあるかどうかを調べることを目的

として実験を行った． 

結果より，青色の知覚速度が最も輝度が低い．これは黒

背景とのコントラストの差が小さいことが速度知覚に影響

を与えたと考えられる．また，色の影響を排除して輝度の

影響を調べた実験では，輝度が低い方が認識しにくいこと

から，現状では輝度の影響が大きいと考察する． 

今回の実験では輝度の影響が周辺視野におけるβ運動の

知覚に影響を与えている可能性が考えられる．よって，今

後の課題として，周辺視野におけるβ運動の色による見え

方の違いを明らかにするために，それぞれの色の輝度を統

一した状態でのコンテンツで実験を行う必要がある．また，

背景とのコントラスト差の影響も加味する必要があると考

えている． 
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図 3 白と単色パタンの比較 

 
図 6 白と灰色パタンの比較 

 

図 5 灰色のβ運動の配色 

 
図 4 白と混色パタンの比較 
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